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最強q水落産林葦て・l才．呈杷′ 漣主上の問頑としてササ炸の確掛 合布と頒雪舟と  

の明確，まト 気ゑ親鳥の葡匂・うlて今宵妃卑¢トドマ、プ妙齢塩味把ド塔生す入鹿鵜為  

と環卑冴、暮雪死寺lてみうトろ東風尊克と■が皆とのげや、わりあし、の塚い瑚頑として法  

官さかていろ．その声め．頚骨lこ喝する棉徽ド閏lしがよゼうトていろが．こ小膏てド  

森林水澤々といtて虐浄刹岡やきろ才う何ものが付かっJ二lそこで■．争乱 上ド鼠ぺrて補  
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積雪分布団き作顛しト¢でその内乳 作製経過′ 礪恕鼠考ドついて叡尊すA．   

か布団の咋毅卑ノ額  

1．本回し寸死海蓬田気息官署′ 洞泉茶気慶額刻殉．光威風感朝潮巧の昭和j7年～∫占  
年の各東棟胡ドおけろ長凍頼曹密雲痢ゑごとド暴言トキ均して碑㌻こヰ埼最希頚骨漁色  

占∂有卦のJ敗者団ドアロ、ブ卜し′ 尊徳繰回法Lてさ，て作句し「て頚骨各年団て・あろ．   

2．嚢料の統弟キ薮112∂キとし．者判年数が／∂キ以上の測凰で伯東刻キ救の末年辛  

夷＝重さ号の さ＼閏いト．畢測キ薮t7年成てのと ころて・・軋 照射的ド測珂ノ柿五トも七つ  

く絶ぇ植毛同いトが．塞冬鼠とのはま的鯛嫌寄で禰五留許な塊璃もあり′ ヤの寸う′J  

ところて・（専間切と〃樋を勧為し句がう．々の剰真の患キ子均植もみ秀絶として間し、rこ．  

合布団作尭lこ研いJこ刺ゑ薮は薔果現には3J7ゑと／い「こ．   

3．考檀凍功凍引きl葛内碑法ド4リ．線綿棒用頗専務2ロ伽ざ℃としrくが一 線周勿尤  

い部分tては頚骨務ID加二■●こ句碑閻線量入一戸．   

ヰ．各刺ふの頚骨暮椅子内患漁計晋漁のほ匂、lこ，観測魂絹守の最大胤 最ノJ、絶亀も  

尽 しト．   

5．分布図咋曳ド夜牒しrこ嚢射して次のこホリて・あろ，  

0患威風易旬報（別呵・月利涜斬佃）ー？‘2～19‘4  

0北海並の久感（日刊） 娼40～¢2年  

0観測舛乳窓卑覿  娼揖～J4年  

0火料速見塵貝報（日刊） 鴫‡S～∫も年  

0新徽・火薙連中気象 鰯J，年刊   

○改・打汲・火季冬温q気息  

沌爾キ到   

0易芳久廠10年磯（掲4トJO  

キ）   滝∫jキ司   

0（参考）死渇痘泉水気息略   
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